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「
愛
・
地
球
博
」
で
の
、「
サ
ツ

キ
と
メ
イ
の
家
」
が
大
人
気
で
あ

る
。
宮
崎
駿
監
督
の
映
画
「
と
な

り
の
ト
ト
ロ
」（
一
九
八
八
年
）
に

出
て
く
る
昭
和
三
十
年
代
の
家
を

再
現
し
た
も
の
で
、
一
日
八
百
人
限
定
の

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
る
。
八
畳
二

間
、
六
畳
一
間
、
そ
れ
に
十
畳
ほ
ど

の
洋
間
一
つ
の
、
か
な
り
大
き
な
家

で
あ
る
。

　

筆
者
が
昭
和
三
十
年
こ
ろ
住
ん
で

い
た
家
は
六
畳
、
四
畳
半
、
三
畳
の

三
部
屋
し
か
な
く
、
そ
の
三
畳
間

に
、
大
き
な
段
差
の
、
土
間
の
台
所

が
接
続
し
て
い
た
。

　

何
と
か
こ
の
狭
く
て
不
便
な
、
和
風
の

く
ら
し
か
ら
脱
け
出
し
て
、
洋
風
の
、
近

代
化
し
た
く
ら
し
を
実
現
し
た
い
。
そ
の

思
い
で
貫
か
れ
て
い
た
の
が
、
私
の
青
年

時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
当
時

の
大
都
市
に
暮
し
て
い
た
、
庶
民
一
般
の

願
い
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

今
日
の
若
い
人
た
ち
に
は
、
そ
の
思

い
、
そ
の
経
験
が
な
い
。
和
風
の
、
そ
し

て
一
部
洋
風
の
、
御
丁
寧
に
井
戸
ま
で
付

い
て
い
る
大
き
な「
サ
ツ
キ
と
メ
イ
の
家
」

に
、
未
知
な
が
ら
何
か
し
ら
懐
し
い
郷
愁

の
よ
う
な
も
の
を
覚
え
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
こ
に
彼
ら
が
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る

の
は
、
チ
ャ
ブ
台
を
囲
ん
だ
、
暖
か
で
和

や
か
な
、
今
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
家
族

み
ん
な
で
の
平
和
な
団
ら
ん
の
世
界
、
安

心
の
世
界
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

現
実
の
体
験
者
と
し
て
は
ま
こ
と
に
複

雑
な
気
持
で
あ
る
が
、
若
い
人
た
ち
に

と
っ
て
は
、
今
や
「
懐
し
さ
」
が
「
新
し

さ
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
ホ
テ
ル
付
き

の
駅
だ
っ
た
パ
リ
の
オ
ル
セ
ー
美
術
館
、

も
と
火
力
発
電
所
だ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
の

テ
ー
ト
美
術
館
の
、
大
き
な
人
気
を
支
え

て
い
る
秘
密
の
一
つ
が
、
や
は
り
こ
の

「
懐
し
い
新
ら
し
さ
」
で
あ
る
。

　

古
い
蔵
が
、
お
し
ゃ
れ
な
和
風
レ
ス
ト

ラ
ン
に
生
ま
れ
変
っ
た
信
州
・
小
布

施
の
「 
蔵  
部 
」
は
、
若
い
人
た
ち
に

く
ら 

ぶ

人
気
で
あ
る
。
古
い
物
を
た
だ
保
存

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
新
し
い

感
覚
を
吹
き
込
ん
で
生
命
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
の
が
、
本
当
の
ル
ネ
サ
ン

ス
（
再
生
）
で
あ
る
。「
懐
し
い
新
し

さ
」
に
よ
る
、
都
市
再
生
の
と
き
が

や
っ
て
き
た
。

　
「
サ
ツ
キ
と
メ
イ
の
家
」を
万
博
終
了
後

は
わ
が
町
に
ぜ
ひ
移
築
し
た
い
と
い
う
要

望
は
、
い
ま
全
国
か
ら
殺
到
し
て
い
る
。

　

こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
生
か
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
か
、
楽
し
み
で
あ
る
。

静
岡
文
化
芸
術
大
学
学
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

懐
し
い
新
し
さ

木
村　

尚
三
郎 
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る
。
平
成　

年
度
は
過
去
最
低
の
１
１
０

１６

万
４
、０
６
２
人
と
な
っ
た
。

町
村
部
人
口

　

町
村
部
人
口
は
平
成
７
年
以
降
毎
年
減

少
し
て
お
り
、
平
成　

年
は
５
０
４
万

１７

７
、２
０
４
人
（
△　

・　

％
）
と
大
幅

１９

４９

に
減
少
し
、
２
、０
８
５
万
３
、１
２
７
人

と
な
っ
た
。　

全
国
人
口
に
占
め
る
町
村

部
人
口
の
割
合
は
、
毎
年
減
少
し
て
お

り
、
平
成　

年
に
お
い
て
は　

・　

％
（
前

１７

１６
４４

年　

・　

％
）
と
な
っ
た
。

２０

４２

　

な
お
、
平
成　

年
度
に
お
け
る
市
制
施

１６

行
及
び
合
併
に
よ
り
、
町
村
部
か
ら
市
部

へ
移
動
し
た
人
口
は
、
４
９
５
万
５
、１

９
１
人
で
あ
る
。

　

人
口
が
増
加
し
て
い
る
町
村
の
数
は
３

２
２
町
村
で
、
前
年
（
４
７
６
町
村
）
に

比
べ
て
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
自
然
増
加
と
な
っ
た
町
村
の
数

は
、
２
９
４
町
村
で
、
こ
ち
ら
も
前
年（
４

１
１
町
村
）に
比
べ
て
減
少
し
た
。
一
方
、

社
会
増
加
の
町
村
に
つ
い
て
は
４
３
７
町

村
で
同
様
に
前
年
（
６
５
１
町
村
）
に
比

べ
て
減
少
し
て
い
る
。

　

個
々
の
町
村
別
の
人
口
を
見
る
と
５
万

人
超
の
町
村
は
、
岩
手
県
滝
沢
村
（
５
２
、

６
０
８
人
）、
愛
知
県
三
好
町
（
５
２
、１

４
１
人
）、
和
歌
山
県
岩
出
町
（
５
０
、６

５
２
人
）、
広
島
県
府
中
町
（
５
０
、２
２

０
人
）
の
４
町
村
で
、
前
年
よ
り
１
町
増

え
て
い
る
。
一
方
、
５
０
０
人
未
満
の
町

村
は
、
東
京
都
青
ヶ
島
村
（
１
９
５
人
）、

愛
知
県
富
山
村
（
２
１
１
人
）
な
ど
７
村

で
、
前
年
よ
り
２
村
減
っ
た
。

全
国
の
人
口
及
び
人
口
動
態

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
の
住
民
基
本

１７

３１

台
帳
に
基
づ
く
全
国
の
人
口
は
、
１
億

２
、６
８
６
万
９
、３
９
７
人
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
４
万
５
、２
３
１
人
、
０
・　

％
０４

増
加
し
て
い
る
。
人
口
増
加
に
つ
い
て
は

昭
和　

年
の
２
・　

％
を
ピ
ー
ク
に
、
そ

４８

２２

の
後
は
減
少
傾
向
に
あ
り
平
成　

年
は

１５

０
・　

％
と
わ
ず
か
に
増
加
し
て
い
た
が
、

１７
平
成　

年
は
０
・　

％
と
最
も
低
い
数
字

１７

０４

と
な
っ
た
。

　

全
国
人
口
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男
は

６
、２
０
７
万
６
、６
５
８
人
で
対
前
年
比

０
・
０
２
％
の
減
少
、
女
は
６
、４
７
９
万

２
、７
３
９
人
で
０
・　

％
の
増
加
と
な
っ

０９

て
い
る
。
男
女
の
比
率
は
男　

・　

％
に

４８

９３

対
し
、
女　

・　

％
で
前
年
と
ほ
ぼ
変
わ

５１

０７

り
は
な
い
。
住
民
基
本
台
帳
制
度
が
発
足

以
来
は
じ
め
て
男
の
人
口
が
減
少
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
動
態
の
調
査
を
始
め
た
昭

和　

年
度
以
降
の
推
移
を
み
る
と
、
こ
れ

５４
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
自
然
増
加
数

（
出
生
者
数
マ
イ
ナ
ス
死
亡
者
数
）
は
、
平

成
５
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
わ
ず
か
に
増

加
し
た
が
、
平
成
６
年
度
か
ら
再
び
減
少

に
転
じ
、
平
成　

年
度
に
再
度
増
加
し
た

１２

が
、
そ
れ
以
降
は
減
少
が
続
き
、
平
成　
１６

年
度
は
過
去
最
低
の
５
万
２
、９
８
０
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
の
出
生
者
数
は
、
平
成
３
・
６
・

８
・　

年
度
を
除
き
、
毎
年
減
少
し
て
い

１０

　

総
務
省
は
こ
の
た
び
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
平
成　

年
3
月　

日

17

31

現
在
の
全
国
の
人
口
、
世
帯
数
及
び
人
口
動
態
調
査
の
結
果
を
公
表
し

た
。

　

総
人
口
は
1
億
2
、6
8
6
万
9
、3
9
7
人
で
前
年
に
比
べ
4
万
5
、

2
3
1
人
（
0
・　

％
）
増
え
て
い
る
が
、
増
加
数
、
増
加
率
と
も
に
調

04

査
を
始
め
た
昭
和　

年
以
降
で
最
も
低
か
っ
た
。
年
代
別
に
見
る
と　

歳

43

15

未
満
の
年
少
人
口
が　

・　

％
（
前
年
比
0
・　

ポ
イ
ン
ト
減
）
を
占
め

13

91

12

る
の
に
対
し
、　

歳
以
上
の
老
年
人
口
は　

・　

％
（
同
0
・　

ポ
イ
ン

65

19

72

48

ト
増
）
で
、
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
ん
だ
結
果
と
な
っ
た
。

　

町
村
部
の
人
口
は
、
2
、0
8
5
万
3
、1
2
7
人
で
前
年
に
比
べ

5
0
4
万
7
、2
0
4
人
と
大
幅
に
減
少
し
た
。
市
町
村
合
併
の
影
響
に
よ

り
、
減
少
率
は　

・
4
％
と
調
査
を
始
め
て
か
ら
最
も
大
き
な
数
値
と
な
っ

19

た
。
全
人
口
に
占
め
る
町
村
部
人
口
の
割
合
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
平

成　

年
は　

・
4
％
（
前
年　

・
4
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

17

16

20
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市
部
人
口
、
都
道
府
県
別
人
口

　

市
部
人
口
は
毎
年
増
加
し
、
平
成　

年
１７

は
１
億
６
０
１
万
６
、２
７
０
人
で
、
前

年
に
比
べ
５
０
９
万
２
、４
３
５
人
（
５
・

　

％
）
増
加
し
て
い
る
。
人
口
が
増
加
し

０５て
い
る
市
の
数
は
２
９
８
市
で
、
前
年

（
３
１
３
市
）
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
。

　

自
然
増
加
と
な
っ
た
市
の
数
は
、
３
７

３
市（
前
年
４
０
６
市
）で
減
少
し
た
。
ま

た
社
会
増
加
の
市
は
、
２
４
７
市
（
２
３

９
市
）
で
こ
ち
ら
も
減
少
し
て
い
る
。

　

人
口
が
多
い
の
は
、
横
浜
市
（
３
５
１

万
８
、０
９
５
人
）、
大
阪
市
（
２
４
９
万

７
、２
０
８
人
）、
名
古
屋
市
（
２
１
３
万

９
８
３
人
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
人
口

の
多
い
方
か
ら　

市
が
１
０
０
万
人
を
超

１０

え
て
い
る
。

　

一
方
、
２
万
人
未
満
の
市
は
、
北
海
道

歌
志
内
市
（
５
、４
９
９
人
）、
福
岡
県
山

田
市
（
１
万
１
、３
９
５
人
）、
北
海
道
三

笠
市
（
１
万
２
、２
８
５
人
）
な
ど
１
５

市
で
あ
る
。

　

ま
た
都
道
府
県
別
の
人
口
で
は
、
人
口

が
多
い
の
は
、
東
京
都
（
１
、２
１
６
万

８
、２
４
７
人
）、
大
阪
府
（
８
６
５
万
１
、

３
０
１
人
）、
神
奈
川
県
（
８
６
４
万
４
、

０
３
１
人
）、
愛
知
県
（
７
０
６
万
２
、７

６
２
人
）、
埼
玉
県
（
６
９
９
万
６
、５
２

８
人
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
反
対
に
少

な
い
の
は
、
鳥
取
県
（
６
１
万
２
、１
９
１

人
）、
島
根
県
（
７
４
万
７
、４
６
９
人
）、

高
知
県
（
８
０
万
４
、７
２
１
人
）、
徳
島

県（
８
１
万
８
、９
９
８
人
）、
福
井
県（
８

２
万
２
、４
０
５
人
）
の
順
と
な
っ
て
い

る
。

　

人
口
増
減
の
状
況
を
み
る
と
、　

団
体

１２

（
前
年　

団
体
）
で
人
口
が
増
加
し
、　

団

１４

３５

体（
前
年　

団
体
）で
減
少
し
て
い
る
。
増

３３

加
数
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
東
京
都

（
８
万
６
、１
０
４
人
）
で
、
も
っ
と
も
減

少
し
た
の
は
、
北
海
道
（
△
１
万
８
、４
４

０
人
）
で
あ
っ
た
。

年
齢
階
級
別
人
口
と
世
帯
数

　

年
齢
階
級
別
人
口
を
み
る
と
、
人
口
の

多
い
年
齢
階
級
は　

〜　

歳
（
９
９
７
万

５５

５９

１
、０
７
５
人
、
全
国
人
口
の
７
・　

％
）、

８６

　

〜　

歳
（
９
８
３
万
４
、７
０
０
人
、
全

３０

３４

国
人
口
の
７
・　

％
）、　

〜　

歳
（
８

７５

５０

５４

９
９
万
７
、２
１
２
人
、
全
国
人
口
の
７
・

　

％
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、　

歳
以
上

０９

４０

の
人
口
で
全
国
人
口
の
過
半
数（
６
、８
１

７
万
５
、３
６
８
人
、　

・　

％
、
前
年

５３

７４

は
６
、７
５
０
万
６
、６
７
６
人
、　

・　
５３

２３

％
）
を
占
め
て
い
る
。

　

年
齢
３
区
分
別
人
口
で
は
、
年
少
人
口

（　

歳
未
満
）
が
、
１
、７
６
５
万
１
、２
０

１５２
人
（
全
国
人
口
の　

・　

％
）、
生
産

１３

９１

年
齢
人
口
（　

歳
以
上　

歳
未
満
）
は
、

１５

６５

８
、４
１
９
万
７
、１
２
４
人
（
同　

・　
６６

３７

％
）
で
、
老
年
人
口
（　

歳
以
上
）
は
、

６５

２
、５
０
２
万
１
、０
５
４
人
（
同　

・　
１９

７２

％
）
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
と
比
較
す
る

と
年
少
人
口
と
生
産
年
齢
人
口
の
割
合

が
、
そ
れ
ぞ
れ
０
・　

ポ
イ
ン
ト
、
０
・

１２

　

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
の
に
対
し
、

３６老
年
人
口
の
割
合
は
０
・　

ポ
イ
ン
ト
上

４８

昇
し
て
い
る
。

　

な
お
、
町
村
部
に
お
い
て
は
老
年
人
口

の
割
合
が　

・　

％
と
市
部
に
比
べ
て
大

２３

５９

き
く
、
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が　

・　
６２

６２

％
と
、
市
部
に
比
べ
て
小
さ
く
な
っ
て
お

り
、
こ
の
傾
向
は
年
々
強
く
な
っ
て
い

る
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
の
全
国
の
世

１７

３１

帯
数
は
、
５
、０
３
８
万
２
、０
８
１
世
帯

で
、
前
年
に
比
べ
５
４
万
４
、３
５
０
世

帯
、
１
・　

％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

０９

１
世
帯
平
均
構
成
人
員
は
、
昭
和　

年
の

４３

３
・　

人
か
ら
毎
年
減
少
し
て
い
る
が
、

７６

平
成　

年
は
前
年
の
２
・　

人
を
０
・
０

１７

５４

２
人
下
回
り
２
・　

人
と
過
去
最
低
と

５２

な
っ
た
。

計１千人
未　満

１千人
以　上

５千人
以　上

１万人
以　上

２万人
以　上

３万人
以　上

3.5万人
以　上

４万人
以　上人 口 区 分

1,78929416539522181433326町　村　数

100.01.623.330.129.210.12.41.81.5割 合（％）

平成１７年人口段階別町村数

指定都市、特別区、その他の都市及び町村部の年齢３区分割合



町 村 週 報第２５３２号 （第三種郵便物認可） 平成１７年９月５日 ４

政 策

平成１７年住民基本台帳に基づく人口及び世帯数           
（平成１７年３月３１日現在）

１世帯平均
構成人員全国世帯数増加率

％市部人口増加率
％町村部人口増加率

％全国人口都道府県名

2.212,545,1840.264,391,514△     2.351,240,619△     0.335,632,133北 海 道
2.65554,6828.251,039,892△　17.35428,716△     0.731,468,608青 森 県
2.85490,322△     0.45858,933△     0.83537,704△     0.601,396,637岩 手 県
2.71864,8820.101,554,375△     0.45793,595△     0.092,347,970宮 城 県
2.83412,09734.31883,227△　45.52281,162△     0.801,164,389秋 田 県
3.13389,949△     0.39885,319△     1.08333,556△     0.581,218,875山 形 県
2.92722,2303.611,421,804△     7.78685,996△     0.402,107,800福 島 県
2.841,051,04319.422,154,003△　29.74834,726△     0.102,988,729茨 城 県
2.82711,18410.541,457,527△　20.00550,5090.072,008,036栃 木 県
2.78726,73814.451,421,260△　23.24599,474△     0.102,020,734群 馬 県
2.602,695,4370.316,040,715△     0.30955,8130.226,996,528埼 玉 県
2.532,378,5401.325,451,843△     9.24562,7410.236,014,584千 葉 県
2.085,861,6470.7312,079,090△     1.0089,1570.7112,168,247東 京 都
2.373,653,6060.548,263,156△     0.06380,8750.518,644,031神 奈 川 県
3.00815,79919.302,015,031△　43.83430,776△     0.412,445,807新 潟 県
3.00371,6068.24843,839△　19.62272,548△     0.201,116,387富 山 県
2.79420,31912.57946,176△　32.45225,957△     0.251,172,133石 川 県
3.14262,207△     0.21585,264△     0.50237,141△     0.29822,405福 井 県
2.74321,97047.31693,584△　54.51187,363△     0.20880,947山 梨 県
2.80782,8993.271,491,052△     7.23702,367△     0.342,193,419長 野 県
2.97709,3049.341,737,414△　28.78368,879△     0.032,106,293岐 阜 県
2.771,362,9304.113,069,877△　14.62703,9490.023,773,826静 岡 県
2.642,677,4880.545,973,6780.291,089,0840.507,062,762愛 知 県
2.73680,83714.451,497,039△　34.34360,9870.011,858,026三 重 県
2.90468,22539.361,133,070△　58.18226,2030.401,359,273滋 賀 県
2.421,059,9252.902,301,603△　19.82263,567△     0.012,565,170京 都 府
2.343,691,6110.468,457,241△　16.80194,060△     0.018,651,301大 阪 府
2.522,210,7253.484,942,504△　20.45628,6440.085,571,148兵 庫 県
2.71529,8663.151,071,105△     9.29363,443△     0.311,434,548奈 良 県
2.58413,636△     0.50650,298△     0.72416,816△     0.591,067,114和 歌 山 県
2.80218,52016.62439,257△　27.33172,934△     0.40612,191鳥 取 県
2.78268,39231.92591,315△　48.68156,154△     0.67747,469島 根 県
2.65738,97219.821,734,481△　56.67220,836△     0.101,955,317岡 山 県
2.451,171,74810.582,592,352△　47.47275,899△     0.052,868,251広 島 県
2.41624,2509.891,321,705△　40.81183,212△     0.491,504,917山 口 県
2.67307,03918.79507,385△　21.34311,613△     0.52818,998徳 島 県
2.61393,1164.46678,750△     8.15348,655△     0.191,027,405香 川 県
2.45607,96819.771,294,707△　52.85196,124△     0.411,490,831愛 媛 県
2.35343,1430.08553,921△     2.06250,800△     0.60804,721高 知 県
2.452,044,9705.164,096,663△　17.74917,5160.075,014,179福 岡 県
2.95296,45621.58555,831△　24.23318,147△     0.35873,978佐 賀 県
2.53594,0459.261,121,694△　21.48380,364△     0.601,502,058長 崎 県
2.67696,39112.831,271,186△　20.29586,812△     0.261,857,998熊 本 県
2.53484,63617.501,070,140△　51.08154,752△     0.181,224,892大 分 県
2.45479,372△     0.17794,739△     0.83378,201△     0.381,172,940宮 崎 県
2.31764,2337.801,107,574△　11.72655,430△     0.391,763,004鹿 児 島 県
2.68511,9420.85973,1370.51399,2510.751,372,388沖 縄 県
2.5250,382,0815.05106,016,270△　19.4920,853,1270.04126,869,397合 計
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フォーラム

県
中
央
部
丘
陵
地
に
広
が
る
村

　

宮
城
県
中
央
部
に
位
置
す
る
大
衡
村

は
、
人
口
約
５
、７
０
０
人
、
東
西　

㎞
、

１６

南
北
７
㎞
の
東
西
に
長
い
楕
円
の
形
を
し

た
総
面
積　

・　
 

の
村
で
、
南
部
は
黒

６０

１９

川
郡
大
和
町
、
東
部
は
同
大
郷
町
、
北
東

部
は
志
田
郡
三
本
木
町
、
北
西
部
は
加
美

郡
色
麻
町
に
隣
接
。
村
中
央
部
に
国
道
４

号
、
東
部
に
東
北
自
動
車
道
と
東
北
新
幹

線
が
南
北
に
縦
貫
し
、
仙
台
市
（
県
庁
）

ま
で
は
南
へ　

㎞
、
古
川
市
ま
で
は
北
へ

２５

　

㎞
の
距
離
に
あ
る
。

１５
　

村
は
、
仙
台
平
野
の
西
方
奥
羽
山
脈
よ

り
東
部
に
派
生
し
た
丘
陵
地
に
形
成
さ

れ
、
標
高
２
６
２
ｍ
の
達
居
森
を
最
高

に
、
概
ね
標
高　

ｍ
以
下
の
緩
傾
斜
を
な

８０

す
地
帯
で
樹
枝
状
に
広
が
る
平
坦
部
か
ら

な
る
。
総
面
積
の
約　

％
を
山
林
原
野
等

６５

が
占
め
、
う
ち　

％
を
占
め
る
北
西
部
一

３０

帯
は
、
陸
上
自
衛
隊
王
城
寺
原
演
習
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

内
陸
性
気
候
の
影
響
を
受
け
、
年
平
均

気
温　

度
で
、
夏
は
南
東
の
風
で
降
水
量

１１

は
や
や
多
く
、
冬
は
北
西
の
風
が
強
い

が
、
積
雪
は
多
い
と
き
で　

㎝
程
度
で
あ

２０

る
。「

昭
和
万
葉
の
森
」
を
整
備

　

村
は
、
中
世
末
期
（
１
５
０
０
年
代
）

㎢

△

国
内
最
大
級
の
万
葉
植
物
園
と
い
わ
れ
る
「
昭
和
万
葉
の
森
」
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フォーラム

頃
、
黒
川
氏
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
が
、

天
正　

年
（
１
５
９
０
年
）
伊
達
政
宗
公

１８

の
領
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
以
後
、
大

衡
・
大
瓜
・
駒
場
・
大
森
・
奥
田
の
各
村

が
形
成
さ
れ
た
。
明
治　

年
（
１
８
８
９

２２

年
）
４
月
１
日
に
市
町
村
制
に
よ
り
５
か

村
が
合
併
。
中
央
の
大
衡
を
村
名
と
し
大

衡
村
と
な
っ
て
以
降
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
守
り
育
て
な
が
ら
１
世
紀
以
上
に
わ
た

る
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
た
。

　

昭
和　

年
に
は
第
６
回
全
国
植
樹
祭
が

３０

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
平
林

周
辺
に
は
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
植
物
の
ほ

と
ん
ど
が
自
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成
元
年
に
平
林
地
内
の
赤
松
林
と
隣
接
す

る
落
葉
広
葉
樹
林
を
合
わ
せ
た
総
面
積

　

・　
　

を
「
昭
和
万
葉
の
森
」
と
し
て

２２

６５
ha

整
備
。
以
来
、「
万
葉
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

「
昭
和
万
葉
の
森
」
は
、
国
内
最
大
級
の
万

葉
植
物
園
と
い
わ
れ
、
万
葉
植
物
を
主
体

と
す
る
約
５
２
０
種
の
植
物
が
植
生
。
園

内
に
は�
ひ
さ
か
た
の
道��
し
ろ
た
へ

の
道�
な
ど
万
葉
の
歌
に
縁
の
あ
る
名
前

の
遊
歩
道
５
、６
０
０
ｍ
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
沿
道
に
は
万
葉
の
歌
を
刻
ん
だ
歌
碑

　

基
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
衡

４８村
名
誉
村
民
で
あ
る
洋
画
家
・
菅
野
廉
氏

の
ス
ケ
ッ
チ
や
油
絵
な
ど
を
展
示
し
た

「
ふ
る
さ
と
美
術
館
」
も
開
館
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
に
は
昭
和
万
葉
の
森
に
隣
接

１６

し
て
総
合
運
動
公
園
「
万
葉
ク
リ
エ
ー
ト

パ
ー
ク
」
が
全
面
オ
ー
プ
ン
。
わ
ん
ぱ
く

ラ
ン
ド
や
ふ
れ
あ
い
広
場
、
緑
水
公
園
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
村

内
外
の
多
く
の
住
民
の
憩
い
と
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

緑
と
未
来
が
ひ
ろ
が
る
万
葉
の
里

　

村
は
、
平
成　

年
に
平
成　

年
を
目
標

１２

２２

年
次
と
す
る「
第
４
次
大
衡
村
総
合
計
画
」

を
策
定
。「
緑
と
未
来
が
ひ
ろ
が
る
万
葉

の
里
・
お
お
ひ
ら
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
真
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
「
万

葉
の
里
・
お
お
ひ
ら
」
の
実
現
に
向
け
、

農
業
振
興
や
保
健
福
祉
の
充
実
、
教
育
環

境
の
整
備
、
雇
用
の
創
出
な
ど
、
調
和
の

取
れ
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
だ
。

「『
万
葉
』
は
、『
す
べ
て
の
世
、
す
べ
て

の
草
木
、
永
遠
の
繁
栄
』
を
意
味
し
て
い

る
ほ
か
、『
す
べ
て
の
愛
』
を
も
表
わ
し
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
『
万
葉
の
ま
ち
』
と

は
、
人
と
自
然
と
の
共
生
と
人
々
の
融
和

に
よ
る
地
域
に
お
け
る
一
体
感
の
創
出
で

あ
り
、
高
齢
化
社
会
な
ど
に
地
域
ぐ
る
み

で
対
応
し
『
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る

社
会
』
の
実
現
で
あ
り
、
２
１
世
紀
に
繁

栄
す
る
大
衡
村
の
姿
を
象
徴
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
理
念
は
、
広
く
住
民
に
浸
透
し

て
お
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
継
承
す

べ
き
も
の
で
す
。」―
―
同
総
合
計
画
基
本

構
想
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
は
、

そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「『
第
４
次
大
衡
村
総
合
計
画
』
の
も
と
、

《
緑
豊
か
な
自
然
と
未
来
へ
の
活
力
が
創

る
、
愛
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
》
を
基

本
理
念
と
し
、
次
代
へ
の
発
展
の
基
礎
と

な
る
仙
台
北
部
中
核
都
市
整
備
事
業
を
精

力
的
に
推
進
す
る
一
方
、
昭
和
万
葉
の
森

を
核
と
し
た
現
代
に
お
け
る
万
葉
文
化
の

創
造
に
も
努
力
し
な
が
ら
、
輝
か
し
い
明

日
を
築
く
た
め
村
民
と
一
体
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
跡

部
昌
洋
村
長
は
話
す
。

や
さ
し
さ
と
安
心
が
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り

　

第
４
次
大
衡
村
総
合
計
画
で
は
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
た
基
本
課
題
の
ひ

と
つ
と
し
て
、「
少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
対

応
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　

村
で
は
昭
和　

年
頃
か
ら
少
子
化
が
進

６０

み
、
平
成　

年
現
在
の
０
〜　

歳
の
幼
年

１６

１４

人
口
比
率
は　

・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

１５

一
方
、
高
齢
化
は
昭
和　

年
以
降
急
速
に

５０

進
展
し
、
平
成　

年
現
在
の
６
５
歳
以
上

１６

の
高
齢
化
率
は
県
平
均
（　

・
７
％
）
を

１９

上
回
り　

・　

％
に
達
し
て
い
る
。
そ
の

２２

６４

た
め
、
少
子
化
へ
の
対
応
と
し
て
の
子
育

て
支
援
策
と
、
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
、
介
護
シ
ス
テ
ム
の
充

実
、
福
祉
施
設
や
医
療
施
設
の
充
実
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
課
題
解
決
へ
向
け
、
総
合
計
画
で

は
施
策
の
大
綱
の
ひ
と
つ
に
「
や
さ
し
さ

と
安
心
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

据
え
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き

と
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
、
高
齢
者
保
健
福
祉
の
将
来
像

と
し
て
「
健
や
か
で
、
い
き
い
き
と
し
た

長
寿
村
・
お
お
ひ
ら
」
を
掲
げ
、
そ
の
実

現
を
め
ざ
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
地
域
社
会
の
形
成
へ
向
け
、
様
々

な
施
策
や
事
業
を
推
進
。
そ
の
一
環
と
し

て
導
入
さ
れ
た
の
が
、
児
童
の
医
療
費
を

助
成
す
る
「
大
衡
村
万
葉
す
く
す
く
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
で
あ
る
。

△

万
葉
の
森
に
隣
接
す
る
「
万
葉
ク
リ

エ
ー
ト
パ
ー
ク
」

△

達
居
森
と
牛
野
ダ
ム
湖
畔
自
然
公
園
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歳
ま
で
の
医
療
費
を
助
成

１８

　

万
葉
す
く
す
く
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

は
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

１４

た
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
経
済
的
な

面
で
い
つ
で
も
診
療
が
受
け
ら
れ
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
地
域
社

会
を
構
築
し
て
い
く
の
が
ね
ら
い
だ
。

「
村
は
、
平
成　

年
度
に
少
子
化
対
策
と

１３

し
て
、
土
曜
日
の
保
育
園
の
保
育
時
間
を

平
日
と
同
様
に
午
後
６
時　

分
ま
で
延
長

３０

（
現
在
は
午
後
７
時
ま
で
延
長
）
し
た
ほ

か
、
子
育
て
支
援
の
た
め
に
職
員
を
配
置

す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
策
を
実
施
。
さ

ら
に
、
子
育
て
支
援
事
業
の
拡
大
推
進
策

と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
、
定
住
で
き
る
地
域
社
会
を
め

ざ
し
た
事
業
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
導
入
さ
れ
た
の
が
、
子
ど
も
の
医
療
費

を
助
成
す
る
万
葉
す
く
す
く
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
事
業
で
す
」
と
住
民
税
務
課
住
民

班
の
担
当
は
経
緯
を
話
す
。

　

医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
①

大
衡
村
に
６
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
児

童
（
保
護
者
を
含
む
）
で
、
保
護
者
が
社

会
保
険
又
は
国
民
健
康
保
険
等
の
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
児
童
、
②
乳
幼
児
医

療
費
、
心
身
障
害
者
医
療
費
、
母
子
・
父

子
家
庭
医
療
費
で
、
保
護
者
が
所
得
制
限

限
度
額
を
超
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
非
該

当
に
な
っ
て
い
る
児
童
、
③
修
学
の
た
め

大
衡
村
に
住
所
を
有
さ
な
い
が
、
保
護
者

が
大
衡
村
に
居
住
し
、
か
つ
、
保
護
者
の

社
会
保
険
又
は
国
民
健
康
保
険
等
の
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
児
童
。
導
入
時
の

平
成　

年
４
月
１
日
は
、「
中
学
校
卒
業

１４

に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
３
月　

日
ま

３１

で
」
の
児
童
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
平

成　

年
４
月
１
日
か
ら
「　

歳
に
達
す
る

１６

１８

日
以
後
最
初
の
３
月　

日
ま
で
」
に
拡
大

３１

し
、
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
た
。

申
請
者
に
は
受
給
者
証
を
交
付

　

医
療
費
の
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
保

護
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
受
給
資
格
登
録

申
請
書
」
を
提
出
し
、
受
給
資
格
の
登
録

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
村
長
は
、
受
給

資
格
登
録
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
要
件

に
適
合
す
る
か
を
審
査
し
、
適
合
す
る
と

き
は
当
該
申
請
者
に
「
受
給
者
証
」
を
交

付
す
る
。

　

実
際
の
支
給
申
請
で
は
、
①
医
療
機
関

の
窓
口
で
自
己
負
担
額
を
支
払
い
、
②

「
医
療
費
助
成
申
請
書
」
の
用
紙
を
入
院
・

外
来
別
に
１
か
月
に
１
枚
、
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
出
し
て
受
診
証
明
欄
に
証
明
し

て
も
ら
っ
た
も
の
、
も
し
く
は
医
療
機
関

が
発
行
す
る
領
収
書
と
一
緒
に
、
③
申
請

書
を
住
民
税
務
課
に
直
接
提
出
す
る
。
薬

局
が
病
院
等
と
別
に
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
薬
局
に
も
申
請
書
を
提
出
す
る
。

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
た
一
部
負

担
金
の
う
ち
、
外
来
に
つ
い
て
は
１
か
月

に
１
、０
０
０
円
を
、
入
院
に
つ
い
て
は

５
、０
０
０
円
を
控
除
し
た
額
が
、
診
療

月
の
翌
月
に
審
査
の
上
、
指
定
の
口
座
に

振
り
込
ま
れ
る
。
入
院
し
て
高
額
療
養
費

が
該
当
す
る
場
合
や
、
事
業
所
で
附
加
給

付
の
あ
る
場
合
は
、
そ
の
分
を
差
し
引
い

た
額
が
払
い
戻
さ
れ
る
。
保
険
診
療
外
の

容
器
代
、
差
額
室
料
、
食
事
療
養
費
、
受

診
時
車
代
、
歯
列
矯
正
の
費
用
は
支
給
対

象
外
。

　

有
効
期
間
が
経
過
し
た
と
き
、
大
衡
村

か
ら
転
出
し
た
と
き
、
生
活
保
護
が
適
用

さ
れ
た
と
き
、
児
童
の
前
年
の
所
得
額
が

所
得
制
限
を
超
え
た
と
き
―
―
は
、
受
給

資
格
を
喪
失
し
、
受
給
者
証
を
住
民
税
務

課
住
民
班
へ
返
納
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。平

成　

年
度
は
約
７
５
６
万
円

１６

を
助
成

　

導
入
後
の
事
業
実
績
を
み
る
と
、
平
成

　

年
度
は
、
対
象
者
数
８
１
２
人
、
延
べ

１４受
診
者
数
１
、８
３
１
人
、
申
請
件
数
２
、

９
０
６
件
で
、
一
部
負
担
金
約
８
０
４
万

円
の
う
ち
約
５
７
９
万
円
を
助
成
。
平
成

１
５
年
度
は
、
対
象
者
数
８
１
９
人
、
延

べ
受
診
者
数
１
、９
８
１
人
、
申
請
件
数

３
、６
８
４
件
で
、
一
部
負
担
金
約
９
９

８
万
円
の
う
ち
約
７
０
７
万
円
を
助
成
。

対
象
が
高
校
卒
業
ま
で
拡
大
さ
れ
た
平
成

　

年
度
は
、
対
象
者
数
９
４
４
人
、
延
べ

１６受
診
者
数
２
、０
２
６
人
、
申
請
件
数
４
、

０
１
３
件
で
、
一
部
負
担
金
約
１
、０
７

０
万
円
の
う
ち
約
７
５
６
万
円
を
助
成
。

助
成
額
が
民
生
費
に
占
め
る
割
合
は
、

１
・
５
％
〜
１
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
住
民
に
は
好
評
で
、『
子
ど
も
た
ち
が

病
気
が
ち
で
医
療
機
関
に
か
か
る
機
会
が

多
い
た
め
、
医
療
費
の
助
成
は
助
か
っ
て

い
る
』『
軽
い
風
邪
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た

病
気
で
も
受
診
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病

気
が
重
く
な
る
前
に
受
診
で
き
、
安
心
に

つ
な
が
っ
て
い
る
』
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
」と
住
民
税
務
課
住
民
班
で
は
、

事
業
の
効
果
を
話
し
て
い
る
。

万
葉
す
く
す
く
体
験
活
動
推
進

事
業
を
推
進

　

村
で
は
、
万
葉
す
く
す
く
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
ほ
か
に
も
、
幼
稚
園
で
の

預
か
り
保
育
の
実
施
や
児
童
館
の
利
用
時

間
の
延
長
な
ど
、
地
域
の
子
育
て
支
援
と

児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
教
育
面
で
は
、
大
衡
城
を
研
修

の
場
に
活
用
し
、
年
代
を
超
え
て
１
週
間

の
共
同
生
活
を
行
う
通
学
合
宿
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
学
校
週
５
日
制
へ
の
対
応

と
し
て
「
万
葉
す
く
す
く
体
験
活
動
推
進

事
業
」
を
推
進
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
家

庭
の
教
育
力
の
向
上
を
ね
ら
い
に
親
子
を

対
象
と
し
た
講
習
会
や
体
験
教
室
等
を
行

う
な
ど
、
総
合
計
画
の
施
策
の
大
綱
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
心
豊
か
な
人
と
新
し
い
文

化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
も
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。「
万
葉
の
里
」実
現
へ
向
け
た

次
の
事
業
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。

△

春
の
大
衡
城
跡
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世
界
の
昆
虫
１
万
点
以
上
を
展
示

す
る
施
設
「
パ
ピ
ヨ
ン
シ
ャ
ト
ー
」

を
開
館
し
て
い
る
町
は
、
同
施
設
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。
昆
虫

の
写
真
付
き
の
解
説
を
は
じ
め
、
同

館
職
員
に
よ
る
「
昆
虫
飼
育
便
り
」

や
ク
イ
ズ
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

サ
イ
ト
の
開
設
で
親
子
連
れ
入
場
者

の
増
加
を
図
り
た
い
考
え
。

 

 

　

町
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
施
策
の
一
環
と
し
て
、
町

内
の
木
材
加
工
団
地
の
木
材
た
き
ボ

イ
ラ
ー
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
発
電
施
設
を
設
置
す
る
。
ボ
イ

ラ
ー
か
ら
出
る
蒸
気
の
一
部
を
発
電

施
設
に
回
す
こ
と
で
、
毎
時
最
大
４

０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
発
電
し
、
公
民

館
や
木
材
加
工
団
地
等
に
供
給
す

る
。

 

 

　

町
は
、
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
楽
天
の

２
軍
を
支
援
す
る
た
め
、
町
内
の
少

年
野
球
チ
ー
ム
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
町
民
参
加
の
支
援
本
部
を
設

置
し
た
。
本
部
に
は
約　

団
体
が
参

30

加
し
、
会
員
は
１
０
０
人
程
度
。
楽

天
２
軍
の
支
援
と
と
も
に
、
地
域
活

性
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
す
る

草
の
根
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

 

 

　

村
は
、
総
務
、
企
画
観
光
、
保
健

福
祉
、
産
業
、
建
設
の
５
課
を
総
務

昆
虫
展
示
施
設
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
開
設

木
材
た
き
ボ
イ
ラ
ー
の
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電

岩
手
県

住
田
町

楽
天
２
軍
を
支
援
す
る
草
の
根

活
動
を
開
始

群
馬
県

六
合
村

住
民
課
と
産
業
建
設
課
の
２
課
に
再

編
し
た
。
経
費
削
減
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
各
課
員
の
連
携
を
強
化
し
、

縦
割
り
の
弊
害
を
な
く
す
の
が
ね
ら

い
。
村
で
は
こ
う
し
た
行
財
政
改
革

を
進
め
る
と
同
時
に
、
近
隣
町
村
と

の
合
併
も
模
索
し
て
い
く
。

 

 

　

地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
町
は
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
に
１
棟
当
た
り
２
万
円
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
対
象
と
な
る

の
は
、
本
格
的
な
耐
震
基
準
導
入
前

に
建
築
し
た
２
階
建
て
以
下
の
木
造

住
宅
で
、
診
断
は
町
指
定
の
耐
震
診

断
技
術
者
が
行
う
。
今
年
度
は　

棟
20

分
、　

万
円
を
予
算
化
し
て
い
る
。

40
　

町
は
、
ご
み
の
分
別
回
収
を
徹
底

す
る
た
め
、
町
内
の
全
回
収
所
で
ご

み
の
出
し
方
な
ど
の
採
点
を
行
っ
て

い
る
。
地
域
住
民
が
ご
み
回
収
所
を

き
ち
ん
と
管
理
し
、
ル
ー
ル
違
反
を

し
な
い
動
機
づ
け
に
し
て
い
く
の
が

ね
ら
い
。
採
点
は
、
ご
み
回
収
業
者

に
委
託
し
３
段
階
で
評
価
。
優
良
回

収
所
に
は
認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を

贈
り
、
表
彰
し
て
い
く
。

 

 

　

町
は
、
町
内
企
業
等
が
町
民
に
向

け
て
情
報
発
信
で
き
る
場
を
提
供
す

る
た
め
、
月
１
回
発
行
し
て
い
る
広

報
紙
「
町
報
お
ぶ
せ
」
に
掲
載
す
る

広
告
の
募
集
を
始
め
た
。
町
内
企
業

の
育
成
も
ね
ら
い
の
ひ
と
つ
で
、
広

告
掲
載
は
町
内
に
住
所
や
事
業
所
が

あ
り
、
町
税
を
納
め
て
い
る
企
業
や

木
造
住
宅
耐
震
診
断
に

助
成

広
報
紙
に
町
内
企
業
等
の

広
告
を
掲
載

個
人
に
限
定
し
て
い
る
。

　

町
は
、
都
市
住
民
な
ど
と
連
携

し
、
資
源
循
環
型
産
直
の
仕
組
み
づ

く
り
に
乗
り
出
て
い
る
。
町
の
認
証

基
準
を
満
た
す
地
元
農
産
物
を
都
市

部
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
通
じ
て
会
員
の
消
費

者
に
販
売
。
会
員
は
残
り
か
す
を
衣

装
ケ
ー
ス
で
簡
易
に
堆
肥
化
し
、
そ

れ
を
回
収
し
て
本
格
的
な
堆
肥
に
し

て
生
産
者
の
ほ
場
で
使
用
し
て
い

く
。

 

 

　

村
の
「
森
と
水
の
源
流
館
」
は
、

吉
野
川
の
「
水
源
地
の
森
」
と
し
て

保
全
し
て
い
る
原
生
林
を
案
内
し
た

り
、
同
館
の
企
画
を
手
伝
う
「
源
流

の
案
内
人
」
を
養
成
し
て
い
く
。
高

校
生
以
上
を
対
象
に
、
全
６
回
の
講

座
を
開
き
、
修
了
証
書
を
授
与
。
希

望
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
し

て
活
動
し
て
も
ら
う
。

 

 

　

平
成　

年　

月
１
日
に
隠
岐
諸
島

１６

１０

の
４
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
町

は
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
乗
り
越
え

て
い
く
た
め
、
学
識
経
験
者
や
経
済

団
体
代
表
な
ど
の
ほ
か
、
公
募
に
よ

る
町
民
４
人
を
加
え
た
行
財
政
改
革

推
進
審
議
会
を
設
置
し
た
。
行
財
政

の
見
直
し
に
向
け
、
町
民
の
厳
し
い

目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
意
見
を
出
し
て

も
ら
う
。

 

 

　

村
は
、
ブ
ナ
林
保
護
な
ど
環
境
保

全
や
長
寿
日
本
一
に
向
け
た
福
祉
な

「
源
流
の
案
内
人
」
の
養
成

講
座
を
開
講

奈
良
県

川
上
村

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
の
寄

付
金
募
集
事
業
を
推
進

岡
山
県

新
庄
村

ど
の
事
業
の
財
源
と
な
る
「
協
働
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」
に
対
す
る

寄
付
金
の
募
集
事
業
を
進
め
て
い

る
。
１
口
５
０
０
０
円
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
募
金
を
呼
び
か

け
て
お
り
、
当
初
目
標
額
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
寄
付
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

町
は
、
平
成　

年
度
か
ら
５
年
間

12

の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に

よ
る
事
業
の
成
果
を
紹
介
し
た
中
山

間
マ
ッ
プ
を
作
製
し
た
。
農
村
舞
台

の
復
活
・
保
存
活
動
、
休
耕
田
で
の

コ
ス
モ
ス
栽
培
、
町
天
然
記
念
物
の

イ
チ
ョ
ウ
の
保
存
な
ど
、
町
内　

地
26

区
の
事
例
を
地
図
と
カ
ラ
ー
写
真
、

事
業
の
説
明
文
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
                                         

    
陶
磁
器
で
有
名
な
町
は
、
地
域
振

興
や
将
来
の
窯
業
を
担
う
人
材
の
育

成
を
図
る
た
め
、
佐
賀
大
学
と
相
互

協
力
協
定
を
結
ん
だ
。
町
在
住
の
人

間
国
宝
が
陶
芸
の
講
義
を
し
た
り
、

陶
磁
器
を
使
っ
た
新
製
品
の
共
同
開

発
や
焼
き
物
の
町
と
し
て
の
情
報
発

信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。             

　

村
は
、
県
の
「
特
定
離
島
ふ
る
さ

と
お
こ
し
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、

観
光
客
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
情
報
誌
「
珠
玉
の

ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
」
を
作
成

し
た
。
同
時
に
有
人
７
島
を
細
か
く

紹
介
し
た
ミ
ニ
冊
子
も
作
成
し
、
役

場
な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
る
。

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
プププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ
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ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

回
収
所
で
ご
み
の
出
し
方
を

採
点

新
潟
県

聖
籠
町

資
源
循
環
型
産
直
の

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進

観
光
客
向
け
の
情
報
誌
を

作
成

鹿
児
島
県

十

島

村

５
課
を
２
課
体
制
に
再
編

京
都
府

美
山
町

北
海
道

当
麻
町

山
形
県

中
山
町

神
奈
川
県

愛

川

町

町
民
参
加
の
行
財
政
改
革

推
進
審
議
会
を
設
置

島

根

県

隠
岐
の
島
町

事
業
成
果
を
紹
介
し
た
中
山

間
マ
ッ
プ
を
作
製

徳
島
県

勝
浦
町

窯
業
等
の
振
興
に
佐
賀
大
学
と

相
互
協
力
協
定

佐
賀
県

有
田
町

長

野

県

小
布
施
町
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随 想

平
成　

年
（
２
０
０
４
年
）　

月
に
、

１６

１０

旧 
南
部
町 ・ 
南
部
川
村 
が
合
併
し
て「
み

み
な
べ
ち
ょ
う 

み
な
べ
が
わ
む
ら

な
べ
町
」が
誕
生
し
て　

ヶ
月
が
経
ち
、

１０

態
勢
づ
く
り
や
新
ま
ち
づ
く
り
計
画
、

ま
た
予
算
も
で
き
て
、
こ
の
４
月
か
ら

実
質
新
町
政
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

新
ま
ち
づ
く
り
の
要
諦
は
、
一
体
性

の
確
立
に
あ
る
。
一
体
化
は
物
心
両
面

に
わ
た
る
が
、
心
の
一
体
化
は
一
つ
間

違
え
ば
修
復
が
き
か
な
く
な
る
だ
け

に
、
最
も
神
経
を
使
っ
た
点
で
あ
っ

た
。
ま
た
物
事
は
最
初
が
大
切
で
あ

り
、
第
一
ボ
タ
ン
の
か
け
方
が
将
来
を

左
右
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
意

味
か
ら
平
成　

年
度
予
算
は
厳
し
い
財

１７

政
状
況
下
で
あ
る
が
、
単
年
度
分
に 
止 とど

ま
ら
ず
、
将
来
の
基
礎
と
な
る
内
容
を

含
め
た
予
算
編
成
に
意
を
用
い
、
新
町

民
に
夢
と
希
望
を
持
た
せ
る
こ
と
に
努

め
た
。

私
は
た
ま
た
ま
昭
和
の
合
併
の
時

（
１
９
５
４
年
）、
旧 
上
南
部 
村
職
員
と

か
み
み
な
べ

し
て
、
当
時
の
合
併
事
務
を
担
当
し
た

経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
時
代
と
立
場
の

違
い
は
あ
っ
て
も
、
今
回
の
合
併
推
進

に
は
ず
い
ぶ
ん
役
に
立
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、「
平
成
の
合
併
は
理
念

な
き
合
併
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
を
否
定
で
き
な
い
面
は
あ
っ

た
と
思
う
。
昭
和
の
合
併
で
は
強
引
な

手
法
で
推
進
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
地
方
の
住
民
も
戦
後
間
も
な
い
混

乱
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
切
羽

詰
ま
っ
た
切
実
感
が
あ
っ
て
、
そ
れ
な

り
に
時
代
の
要
請
を
受
け
入
れ
ら
れ
易

い
素
地
が
あ
っ
た
。

今
回
は
住
民
が
平
和
で
楽
し
く
暮
ら

し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
市
町
村
合
併
と

い
う
雷
雨
が
に
わ
か
に
襲
っ
て
き
た
。

ま
さ
に
青
天
の 
霹
靂 
の
出
来
事
で
あ

へ
き
れ
き

△

南
高
梅
天
日
干
し

�
雑
感
・
町
村
合
併
が
終
わ
っ
て　

和歌山県町村会長

み な べ 町 長

山 田 五 良

つ
ま
づ
き
し
石
の
響
き
や
秋
の
川

吉
川　

英
治

季
語
は
「
秋
の
川
」。
も
ち
ろ
ん
「
秋
」
だ

け
で
も
季
語
は
成
り
立
つ
が
、
水
清
く
澄
ん

だ
流
れ
、
紅
葉
を
映
す
水
面
、
時
に
は
台
風
で

荒
れ
る
濁
流
な
ど
句
中
の
他
の
情
景
と
の
関

係
で
さ
ま
ざ
ま
に
読
め
る
。

『
宮
本
武
蔵
』
は
じ
め
、
数
々
の
長
編
小
説

を
残
し
た
作
者
の
記
念
館
（
旧
宅
）
が
奥
多
摩

に
あ
る
の
で
、
こ
の
川
は
多
摩
川
上
流
の
清

流
で
あ
ろ
う
。「
つ
ま
づ
き
し
石
の
響
」
が
聞

こ
え
る
ほ
ど
、
辺
り
が
閑
か
だ
っ
た
こ
と
が

想
像
で
き
る
。

初
秋
の
蝗
つ
か
め
ば
柔
ら
か
き

芥
川　

龍
之
介

季
語
は
「
蝗
（
い
な
ご
）」。
稲
に
と
っ
て
は

害
虫
だ
が
、
佃
煮
や
唐
揚
げ
に
し
て
素
朴
な

味
を
楽
し
む
人
も
多
い
。「
つ
か
め
ば
」
は
そ

の
た
め
の
捕
獲
か
。「
柔
ら
か
き
」
は
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
黄
緑
色
の
蝗
の
弱
々
し
さ
を
感

じ
さ
せ
る
。
と
同
時
に
、
小
さ
な
虫
に
も
あ

る
生
命
を
優
し
く
見
守
っ
て
い
る
よ
う
で
も

あ
る
。

そ
ぞ
ろ
寒
鶏
の
骨
打
つ
台
所寺

田　

寅
彦

季
語
は
「
そ
ぞ
ろ
寒
」。
何
と
な
く
、
じ
ー

ん
と
身
の
う
ち
に
感
ず
る
秋
の
寒
さ
。
こ
の

句
で
は
中
七
以
下
の
情
景
に
対
す
る
心
象
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
骨
打
つ
」
と
音
感
的
な

表
現
で
軽
く
聞
こ
え
る
が
、「
そ
ぞ
ろ
寒
」
と

併
せ
詠
む
と
、
単
な
る
鶏
の
調
理
場
面
の
描

写
で
は
な
い
。
科
学
者
で
あ
り
「
天
災
は
忘
れ

た
こ
ろ
に
・
・
・
」
の
名
言
を
残
し
た
文
筆
家

で
あ
る
作
者
な
ら
当
然
の
心
理
描
写
を
試
み

た
こ
と
は
う
な
ず
け
る
。
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随 想

る
。
む
ろ
ん
国
家
財
政
か
ら
発
生
し
た

積
乱
雲
で
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い

た
が
、
そ
れ
な
ら
そ
れ
と
初
め
か
ら
国

民
に
素
直
に
訴
え
れ
ば
良
か
っ
た
も
の

を
、
持
っ
て
回
っ
て
色
々
な
理
屈
を
つ

け
て
、
分
か
り
に
く
く
し
て
き
た
こ
と

が
、
理
念
な
き
合
併
だ
と
酷
評
を
受
け

る
因
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
と
思

う
。私

は
、
今
回
の
合
併
は
地
方
が
自
ら

そ
の
理
念
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
、
そ
の
方
向
で
取
り
組
ん
で
き

た
。
し
か
し
自
立
だ
と
か
個
性
あ
る
ま

ち
（
む
ら
）
づ
く
り
を
と
、 
煽 
て
て
く

お
だ

れ
る
の
は
い
い
が
、
さ
て
地
方
が
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
け

ば
、
今
度
は
そ
れ
が
贅
沢
だ
と
か
、
税

金
の
無
駄
遣
い
だ
と
か
言
っ
て
ク
レ
ー

ム
を
つ
け
て
く
る
。

ま
た
折
角
つ
く
り
上
げ
た
ま
ち
（
む

ら
）
は
、
合
併
に
よ
っ
て
そ
の
個
性
が

希
薄
化
し
、
あ
る
い
は
埋
没
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
の
苦
労
は
水

泡
に
帰
す
こ
と
に
な
る
。
私
が
広
域
合

併
か
ら
離
脱
し
た
所
以
も
こ
こ
に
あ
っ

た
。合

併
の
達
成
と
新
町
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
そ
の
関
係
町
村
職
員
の
資
質
と
努

力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
合
併
ま

で
は
資
料
づ
く
り
や
行
政
調
整
の
苦
労

が
あ
っ
て
、
合
併
す
れ
ば
職
場
の
融
和

が
最
も
大
切
な
こ
と
に
な
る
。
誰
だ
っ

て
、
従
来
の
慣
習
慣
例
を
変
え
る
こ
と

に
抵
抗
を
感
じ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を

我
慢
し
合
っ
て
、
大
局
に
身
を
置
く
寛

大
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
幸
い
、
我
が

「
み
な
べ
町
」
の
職
員
は
、
そ
れ
ら
を
よ

く
心
得
て
く
れ
た
こ
と
が
合
併
成
功
の

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
村
合
併
に
は
数
々
の
問
題
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、
合
併
に
よ
り
任
期
途
中

で
失
職
さ
れ
る
町
村
長
の
淋
し
き
ご
心

境
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

町
村
長
は
合
併
問
題
に
は
塗
炭
の
苦

し
み
を
味
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
健

康
を
害
し
、
中
に
は
尊
き
生
命
を
失
う

事
態
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
私
は
そ
れ
ら

を
合
併
病
だ
と
称
し
て
い
る
。
法
律
の

 
下 
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使

も
と命

と
宿
命
で
あ
る
が
、
公
の
た
め
に
は

身
を 
鴻
毛 
の
軽
き
に
置
い
て
い
る
と
は

こ
う
も
う

い
え
、
そ
れ
だ
け
の
苦
労
を
背
負
っ
て

合
併
が
成
立
す
れ
ば
、
任
期
途
中
で

あ
っ
て
も
、
い
と
も
簡
単
に
失
職
の
憂

き
目
に
遭
わ
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
と

き
、
同
じ
こ
の
界
に
身
を
置
く
者
と
し

て
、
一
抹
の
哀
感
は
拭
い
難
き
も
の
が

あ
る
。

　

と
に
か
く
、
昭
和
の
合
併
を
担
当

し
、
半
世
紀
を
経
て
、
今
ま
た
平
成
の

合
併
を
成
し
遂
げ
、
一
生
に
二
度
も
町

村
合
併
に
携
わ
り
、
地
方
行
政
の
歴
史

が
動
い
た
一 
齣 
を
担
う
こ
と
が
で
き
た

こ
ま

こ
と
は
、
我
が
人
生
に
悔
い
な
し
と
世

上
万
物
に
感
謝
し
な
が
ら
新
町
建
設
に

邁
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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厚
生
労
働
省
は
８
月　

日
、
全
国
の
市

２３

区
町
村
か
ら
の
出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
に

基
づ
く
人
口
動
態
統
計
速
報
（
平
成　

年
１７

６
月
分
）
を
公
表
し
た
。

　

同
速
報
に
よ
る
と
、
上
半
期
（
１
〜
６

月
）
の
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
り
、
人

口
が
３
１
、
０
３
４
人
減
少
し
た
。
昭
和

　

年
に
統
計
を
取
り
始
め
て
以
降
、
上
半

４４期
と
し
て
人
口
が
減
っ
た
の
は
初
め
て
。

　

人
口
が
減
少
し
た
理
由
と
し
て
、
少
子

化
傾
向
に
加
え
、
今
年
は
冬
場
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
高
齢
者
の
死
亡
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

上
半
期
の
出
生
数
は
５
３
７
、
６
３
７

人
で
、
前
年
同
期
よ
り
２
３
、
３
２
１
人

減
少
し
た
。
同
じ
く
死
亡
者
数
は
５
６

８
、
６
７
１
人
で
、
前
年
同
期
よ
り
３
７
、

７
１
２
人
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
月
別
で
み
る
と
、
１
月
〜
４
月

は
死
亡
数
が
出
生
数
を
４
３
、
７
９
８
人

上
回
っ
て
い
る
が
、
５
月
〜
６
月
は
出
生

数
が
死
亡
数
を
１
２
、
７
６
４
人
上
回
っ

て
い
る
。

　

上
半
期
で
初
め
て
人
口
が
減
少
し
た
も

の
の
、
例
年
、
下
半
期
（
７
月
〜　

月
）

１２

に
は
出
生
数
が
死
亡
数
を
上
回
る
傾
向
に

あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
み
て
人
口
減
に
な

る
か
ど
う
か
は
未
知
数
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

平
成　

年
に
発
表
し
た
中
位
推
計
で
は
、

１４

日
本
の
人
口
は
来
年
の
１
億
２
、
７
７
４

万
人
を
頂
点
に
、
平
成　

年
か
ら
減
少
に

１８

転
じ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

人
口
動
態
統
計（
速
報
）ま
と
ま
る

―
厚
生
労
働
省
―

平
成　

年
度
「
食
料
需
給
表
」
を
公
表 

16―

農

林

水

産

省

―

　

総
務
省
は
８
月　

日
、「
地
方
公
営
企

２５

業
の
経
営
の
総
点
検
に
つ
い
て
」
一
部
改

正
し
通
知
し
た
。

　

今
回
の
一
部
改
正
は
、
昨
年
４
月
に
通

知
し
た
標
記
通
知
（
町
村
週
報
第
２
４
８

０
号
参
照
）
を
一
部
改
正
し
た
も
の
で
あ

り
、
地
方
公
営
企
業
の
経
営
状
況
が
引
き

続
き
厳
し
い
中
、
適
切
か
つ
効
率
的
な
事

業
運
営
の
観
点
か
ら
、
今
後
よ
り
一
層
の

経
営
改
革
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組

み
、
経
営
の
健
全
化
及
び
事
業
の
活
性
化

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

主
な
改
正
事
項
と
し
て
、
中
期
経
営
計

画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
①
計
画
の
位

置
付
け
、
②
事
業
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
将
来
需
要
の
予
測
、
③
中
期
財
政
収

支
計
画
及
び
設
備
投
資
計
画
、
④
定
員
管

理
及
び
給
与
の
適
正
化
の
目
標
、
取
り
組

み
、
⑤
計
画
達
成
状
況
の
公
表
時
期
及
び

方
法
等
、
⑥
経
営
基
盤
強
化
へ
の
取
り
組

み
、
⑦
民
間
的
経
営
手
法
の
導
入
に
つ
い

て
の
方
針
―
等
を
明
示
す
る
こ
と
、
ま

た
、
計
画
的
な
経
営
の
推
進
に
あ
た
っ

て
、
中
期
経
営
計
画
だ
け
で
は
判
断
の
つ

か
な
い
要
素
が
あ
る
場
合
に
は
長
期
の
収

支
計
画
等
を
別
に
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
中
期
経
営
計
画
へ
の
記
載
項

目
と
し
て
、
①
計
画
策
定
趣
旨
、
②
事
業

運
営
の
基
本
方
針
、
③
事
業
運
営
の
目

標
、
④
目
標
達
成
へ
の
取
り
組
み
、
⑤
目

標
達
成
状
況
の
評
価
―
等
を
例
示
し
、
各

地
方
公
営
企
業
に
お
い
て
企
業
の
実
情
に

応
じ
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

「
地
方
公
営
企
業
の
経
営
の
総
点
検

に
つ
い
て
」一
部
改
正 

―
総
務
省
―

　

農
水
省
は
、
こ
の
程
、
食
料
自
給
率
の

算
出
の
基
礎
と
な
る
「
食
料
需
給
表
」
を

公
表
し
た
。

　

同
表
に
よ
る
と
、
平
成　

年
度
の
国
民

１６

１
人
・
１
年
当
た
り
供
給
純
食
料
（
消
費

量
）
は
、
国
内
外
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
生
の
影
響
等
に
よ
り
牛
肉

及
び
鶏
肉
、
不
漁
に
よ
り
漁
獲
高
が
減
少

し
た
魚
介
類
が
大
き
く
減
少
す
る
と
と
も

に
、
野
菜
や
米
に
つ
い
て
も
従
来
か
ら
の

傾
向
が
継
続
し
減
少
し
た
が
、
豚
肉
が
牛

肉
の
輸
入
減
の
代
替
で
増
え
る
と
と
も

に
、
大
豆
も
豆
乳
の
人
気
で
伸
び
た
。
こ

の
結
果
、
国
民
１
人
・
１
日
当
た
り
の
総

供
給
熱
量
は
、
対
前
年
度
１
・
０
％
減
（　
２５

Ｋ
ｃ
ａ
ｌ
減
）
の
２
、
５
６
２
Ｋ
ｃ
ａ
ｌ

と
な
っ
た
。

　
 
国
内
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
記
録
的
な

猛
暑
や
観
測
史
上
最
多
の
台
風
上
陸
等
の

気
象
災
害
等
に
よ
り
、
大
豆
、
魚
介
類
、

果
実
な
ど
多
く
の
品
目
で
減
少
し
た
。
こ

の
結
果
、
国
民
１
人
・
１
日
当
た
り
の
国

産
熱
量
は
、
対
前
年
度
１
・
５
％
減
（　
１５

Ｋ
ｃ
ａ
ｌ
減
）
の
１
、
０
１
３
Ｋ
ｃ
ａ
ｌ

と
な
っ
た
。

　

以
上
の
結
果
、
平
成　

年
度
の
カ
ロ

１６

リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
は
、
前
年
度

と
同
じ　

％
と
な
り
、　

年
度
以
降
７
年

４０

１０

連
続
横
ば
い
の
水
準
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
食
料
の
生
産
額
に
つ
い
て
は
、

国
内
に
お
い
て
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る

野
菜
、
果
実
、
畜
産
物
の
生
産
額
が
上
昇

し
た
こ
と
か
ら
、
生
産
額
ベ
ー
ス
の
食
料

自
給
率
は
、
前
年
度
同
の　

％
と
な
っ

７０

た
。
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